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新エネルギーシステム設置等補助業務〔予算額 53,412千円〕 
環境部ゼロカーボンシティ推進課 

事業推進係（23－6685） 

財源内訳 県支出金 17,278千円、一般財源 36,１34千円 

１．住宅用地球温暖化対策設備設置費補助金 

住宅の「再エネの自家消費」を拡大するとともに、購入電力の「再エネ化（岡崎産再エネ電気）」を促進し、市域内のエネルギーの地産地消を推進します。 

※   は地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用（地域脱炭素移行推進業務）。 

補助対象設備 
岡崎産再エネ電気 

の切り替えが必須 
補助率又は補助単価（上限額） 予算(千円） 

 

太陽光発電システム ※非ＦＩＴ 〇 ７万円/kW（63 万円） 43,750  

コージェネレーションシステム 〇 対象経費の１/２（20 万円） 8,000 新 設 

既存建築物断熱改修 〇 対象経費の１/３（120 万円） 6,000 新 設 

定置用リチウムイオン蓄電システム 

太陽光同時設置 〇 対象経費の１/５（50 万円） 
50,000  

(35,000)  

単独設置 ※非ＦＩＴ 〇 対象経費の１/５（15 万円） 13,500  
単独設置  対象経費の１/５（２万円） 1,400  

電気自動車等充給電システム（Ｖ２Ｈ） 〇 対象経費の１/５（10 万円） 2,000 増 額 

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ） 〇 定額（16 万円） 9,600 増 額 

太陽熱利用システム 
自然循環型  対象経費の１/５（１万６千円） 64  

強制循環型  対象経費の１/５（４万８千円） 48  

２．次世代自動車購入費補助金 

次世代自動車の普及とゼロカーボンドライブを促進し、運輸部門の脱炭素化を推進します。 

補助対象車両 補助単価 予算（千円）  

燃料電池自動車 

（ＦＣＶ） 

個人 20 万円 

11,800 

 

法人 10 万円  

電気自動車等 

（ＥＶ、ＰＨＥＶ） 

岡崎産再エネ電気加入 15 万円 新 設 

上記以外 ５万円 増 額 

 

 

＜参考＞市内事業者を対象とした補助メニュー 

（地域脱炭素移行推進業務） 

対象設備 補助率又は補助単価 予算(千円) 

高効率空調 対象経費の１/２ 20,000 

高効率照明 対象経費の１/２ 20,000 

太陽光発電 ５万円/kW 20,000 

蓄電池 対象経費の１/３ 9,400 
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地域脱炭素移行推進業務〔予算額 899,815千円〕 
環境部ゼロカーボンシティ推進課 

事業企画係（23－6401） 

財源内訳 国庫支出金 758,650千円、財産収入 5,400千円、繰入金 200千円、諸収入 35,200千円、一般財源 100,365千円 

環境省の脱炭素先行地域づくり事業・重点対策加速化事業を活用し、岡崎市の脱炭素化を推進します。 

 脱炭素先行地域づくり事業【737,665 千円】          

 ▮ 先行地域内市民・事業者への設置補助  
  

住
宅 

太陽光発電【78,933 千円】 蓄電池【118,400 千円】 
エネマネシステム【4,933 千円】 高効率空調【5,000 千円】 
高効率給湯【8,000 千円】 
コージェネレーションシステム【20,000 千円】 

事
業
者 

太陽光発電【10,000 千円】 蓄電池【20,000 千円】 
高効率空調【20,000 千円】  
 

 

 

 ▮ 地域エネマネシステムを構築する事業者への補助  
 地域エネマネシステム【10,000 千円】 
 
 ▮ 公共施設等への設置工事を行う事業者への補助  
 オフサイト太陽光発電（蓄電池含む）【204,923 千円】 
  
 ▮ その他  
 自律型街路灯等設置工事【146,682 千円】 
 カーシェア事業自動車等賃借料【75,393 千円】 

岡崎産再エネ電気使用報償金【5,580 千円】 
 脱炭素地域づくり事業プロモーション支援事業【3,085 千円】など 

 重点対策加速化事業【162,150 千円】            

 ▮ 全市域の市民・事業者への設置補助  
《住宅》 
 太陽光発電【43,750 千円】 
 蓄電池（太陽光同時設置上乗せ分）【35,000 千円】 
 断熱改修【6,000 千円】 
 コージェネレーションシステム【8,000 千円】 
《事業者》 
 高効率空調【20,000 千円】 
 高効率照明【20,000 千円】 
 太陽光発電【20,000 千円】 
 蓄電池【9,400 千円】 
 

オフサイト型太陽光発電設備 
EV 車の使用済みバッテリー 

を活用した自律型街路灯 



 
 

                                                               市全域  

 

年度 主な業務 金額 (千円) 備考 

平成 28 年度 広域ごみ処理施設立地場所選定業務 1,867  

平成 30 年度 広域ごみ処理施設適地選定業務 8,997  

令和２年度 岡崎西尾地域循環型社会形成推進地域計画策定業務 1,581  

令和３年度 
廃棄物処理施設整備基本計画策定業務（～令和５年度）、 

環境影響評価業務（～令和６年度）、測量調査業務 
2,650 

 

令和４年度 土壌調査業務（～令和７年度）、アスベスト含有調査業務 4,665  

令和５年度 発注支援業務（～令和７年度）、地質調査業務 17,313 廃棄物処理施設整備基本計画策定（令和５年９月） 

令和６年度 管理棟等解体実施設計業務、鉄塔移設補償 30,825 実施方針公表、入札公告 

令和７年度 

発注支援業務（令和５年度～）、土壌調査業務（令和４年度～）土壌改良工事、管理棟等解体工事（～令

和８年度）、管理棟等解体工事施工監理業務（～令和８年度）、建設工事施工監理業務（～令和 12 年

度）、第２期岡崎西尾地域循環型社会形成推進地域計画策定業務、市町負担金精算金、選定委員会委

員報酬等 

34,011 整備運営事業者決定 

令和８年度 
鉄塔移設補償、管理棟等解体工事（令和７年度～）、管理棟等解体工事施工監理業務（令和７年度～）、

建設工事施工監理業務（令和８年度～）、特別高圧線引込工事 
50,971  

９～１２年度 建設工事、建設工事施工監理業務  試運転、西尾市広域ごみ処理施設供用開始（令和 12 年度中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域ごみ処理施設建設費負担業務〔予算額 50,971千円〕 
環境部ごみ対策課 

資源循環促進係（23－6723） 

財源内訳 一般財源 50,971千円 

岡崎市八帖クリーンセンター１号炉と西尾市クリーンセンターを集約した広域ごみ処理施設の整備 

施設の整備・運営に関する事項 

代表企業 JFE エンジニアリング株式会社名古屋支店 

処理能力 266ｔ/日（２炉） 

処理方式 ストーカ式焼却方式 

運営方式 DBO（公設民営）方式 

 

位置図 

岡崎市 

中央クリーンセンター 
八帖クリーンセンター 

幸田町 

西尾市クリーンセンター 

西尾市 

八帖クリーンセンター１号炉と 

西尾市クリーセンターを集約 

西尾市クリーンセンター敷地内で施設を整備 
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おかざき農遊館・農業支援センター・周辺農地等一帯を「食と農の生産・交流・ＰＲ拠点エリア（アグリパーク）」として、市民

の皆さんが農に触れる機会や生産者と交流する機会を提供する拠点エリアとして拡充整備するため、地域資源ブランディング調査

等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食と農の生産・交流・ＰＲ拠点エリア推進業務〔予算額 35,410千円〕 
経済振興部農務課 

農政係（23－6200） 

財源内訳 国庫支出金 10,000千円、一般財源 25,410千円 

●地域資源ブランディング調査 

市内農林産物とその他地域資源を組み合わせた「岡崎ならで

は」をコンセプトとしたテストマーケティング、商品開発の方

向性検討 

 

●地域資源活用民間連携調査 

農業支援センターやおかざき農遊館等の整備・管理運営事業

を実施するため、事業実施を行う民間事業者等の公募、選定の

検討 

 

●地域資源活用実証分析 

地域資源を活用する上での必要となる成分や機能の分析、新

商品開発、試験栽培等を大学・研究機関に委託しての実証分析 

 

●トイレ設備整備 

おかざき農遊館のトイレ追加整備 

 

●スマート農業実証圃場整備 

アグリパーク構想の一部である体験農園・市民農園をスマー

ト農場実証圃場として整備 

農業支援センター 

おかざき農遊館 
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広く市民等に市内産農林産物を紹介し、理解を深めていただくことを通じて、農家の生産意欲の向上を図り、安全で安心な農林産物の

生産を促進するとともに、地消地産の推進、農業の安定的かつ持続的な発展を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地消地産・消費者交流推進業務〔予算額 21,730千円〕 
経済振興部農務課 

農政係（23－6200） 

財源内訳 県支出金 650千円、寄附金 220千円、一般財源 20,860千円 

 

 
おかざき農遊館、ふれあいドーム岡崎、 

ＪＲ岡崎駅、十王公園等で実施 

・植木相談（４・10 月） 

・展示即売相談会（４月） 

・石垣市物産展（７月） 

・ぶどうフェア（８月） 

・コスモス・枝豆まつり（10 月） 

・じねんじょフェア（11 月） 

・いちごフェア（１月） 

・なすフェア（３月） 

・第 53 回農林業祭 

・地産地消・食文化イベント   など 

 

 
産直施設出荷者に対する野菜種子・種苗、 

花苗の斡旋（端境期、売れ筋農産物の確保） 

 
関ケ原合戦祭（10 月） 

佐久市農業祭（11 月） 

石垣島まつり（11 月） 

綾坂地域農業フェスティバル（11月） 

ふれあいイベント等交流会 ゆかりのまち等の行事参加 

新規作物推進 

 
岡崎おうはんの魅力発信 

認知度向上のための PR 

各種イベント出展 

新商品開発支援 

新規生産者の支援、人材育成 

 

岡崎おうはん地鶏ブランド化推進 

 
料理レシピ・新商品開発、大学や女性農業者団体等と

連携した販売戦略、消費者体験会 

地産食農促進プロジェクト 

110 周年記念事業 

県内トップのいちごの産地 



 
 

                                                               市全域 

「みどりの食料システム戦略」などに基づき、農林産物の生産、流通、消費に至るまでの環境負荷低減と持続的発展に向けた地域ぐ

るみの活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりの食料システム戦略推進業務〔予算額 12,770千円〕 
経済振興部農務課 

農政係（23－6200） 

財源内訳 県支出金 10,000千円、諸収入 1,020千円、一般財源 1,750千円 

取組内容 
１．生産段階における取組 
 ⑴ 新たな担い手確保 
   有機農業塾の開催、有機市民農園の開設 
 ⑵ 有機農業者の育成 
   営農指導体制の構築、有機農業推進セミナーの開催など 
 ⑶ スマート農業・省力化技術の普及 
   省力化技術や機械の導入など 
 ⑷ 地域内の未利用資源の利活用 
   市内の未利用資源を利活用した有機肥料の研究開発など 
２．流通、加工、消費等の取組 
 ⑴ 販路開拓支援 
 ⑵ 地域内消費の推進 
 ⑶ 学校給食の推進 
   有機農産物の給食食材への導入、食育の推進 
 ⑷ ６次産業化の推進 など 

家康公生誕の地として、江戸のまちのシステムを

活かした有機農業産地づくりを目指し、地産地消を

推進します。 

バケツ稲有機栽培 有機農業塾 

【目指す目標】 

有機農業面積 

82ha（2020 年）→100ha（2028 年） 

● 岡崎市有機農業実施計画（オーガニックシティおかざきプラン）（Ｒ６～10 ５カ年計画） 

 

有機農産物の給食食材への導入 省力化機械の導入（自動抑草ロボット） 
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中山間地域を魅力と活力のある地域とするために、「中山間地域活性化計画～オクオカイノベーション2030～」に基づき 

地域の担い手確保、移住定住の促進、既存施設の利活用等に取り組み、地域活性化を図ります。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山間地域活性化業務〔予算額 36,613千円〕 
経済振興部中山間政策課 

地域づくり係（82－4123） 

財源内訳 国庫支出金 17,473千円、一般財源 19,140千円 

●地域活性化                              

 

   

 

●移住・定住促進 

 
 
 
 
 

●既存施設の活用 

 
 
 
 

・小さな拠点の形成、活性化拠点としての活用推進 

・地域産材を利用したワークスペースの活用推進 

・「交流拠点」「生活支援拠点」等での活用方法検討 

・地域の魅力の向上と発信（自然体験、アウトドア活動等） 

・所得・雇用機会の拡大検討（地域資源活用推進等） 

・農林業担い手確保（体験イベント開催等） 

・地区別計画の策定 

・移住相談窓口「もりまっち」の運営 

・移住関連情報の収集、発信 

・地域資源を活用したイベントの開催による交流・関係人口創出 

・移住アドバイザー（集落支援員）の活用 



 
 

                                                                額田地域／全学区 

 

額田地域は、山村振興法に基づく振興山村地域に指定されており、山村振興計画に基づき、各種施策を推進してきましたが、 

近年、人口減少や高齢化率の上昇が進んでおり、今後、地域コミュニティ機能の低下等が懸念されています。 

そこで、地域コミュニティの維持・強化や移住・定住の促進を目的に、地域おこし協力制度を活用し、都市地域の人材を生かして、 

地域資源の発掘や情報発信、地域行事への参画、地域協力活動に取組み、額田地域の振興と活性化を図ります。 

 

地域おこし協力隊 

都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、生活の拠点を移した者を、地方公共団体が「地域おこし協力隊」として 

委嘱します。隊員は、一定期間地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への

従事、住民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山村振興業務〔予算額 14,840千円〕 
経済振興部中山間政策課 

地域づくり係（82－4123） 

財源内訳 一般財源 14,840千円 

本市における地域おこし協力隊の活動例 

・岡崎市産材の利用促進 
 

・地域の農地の利活用を図り、地域環境を生か

した自然農法での農業 
 

・地域行事などコミュニティ活動に参加し、地

域資源を発掘。地域の魅力を SNS（Instagram

や Facebook）等用いての情報発信 


